
〔蒜山だより〕 

「「「「酪農大学校酪農大学校酪農大学校酪農大学校にににに新入生来新入生来新入生来新入生来たるたるたるたる」」」」    

           財団法人中国四国酪農大学校 教務課 長綱 則之 

 

例年に無い大雪のため、牧草の生育もやや遅れま

したが、蒜山にもようやく春の訪れを感じ、ジャー

ジー牛がゆったりと草をはむ季節となりました。 

今春も牛と一緒に学び、将来の日本の酪農、畜産

業を担う若者が本校に入学しました。ここで簡単に

学生の紹介をしたいと思います。 

入学してきた第４７期生は２１名で、男子は１１

名、女子１０名と昨年度に比べるとやや少ないです

が、いつも明るく寮から笑い声がよく聞こえてきま

す。出身地別で見ますと北は東京から南は宮崎と広

範囲に渡っています。岡山県出身者は６人、非農家

出身の学生が１５人おり、はじめて牛に触れる学生

もいますが、酪農に対する意識が高く将来が楽しみ

な学生ばかりです。 

当校では実践教育に重点を置いた教育をすすめて

いますが、将来は、日本全国それぞれの地域で活躍

する後継者や指導者となれるように、毎日の実習と

講義に加え、社会に出てからの礼儀、言葉遣いなど

も日々勉強しています。学生は入学して二ヶ月程に

なりますが、朝５時３０分には、搾乳が始まります。

最初は不慣れな搾乳に悪戦苦闘していましたが、各

牧場で毎日搾乳をしています。その後は、講義をし

ていますが、酪農の知識を身につけようと一生懸命

ノートに書留めています。午後14時30分からは、

牛舎で飼養管理作業をこなし夕方５時頃には、すべ

ての作業が終わります。それ以降は夕飯とお風呂を

済ませ、自由時間となります。体育館でバスケをし

たり、部屋で将来について話し合ったりとお互いに

親交を深めています。一通りの作業内容も覚え、少

しづつですが牛の扱いが上手くなっていくと同時に、

学生本人も目つき、顔つきも大人びた感じが見受け

られ始めたようです。 

当校は全寮制ということもあり、入学当初は、ど

こかぎこちない雰囲気がありましたが、最近ではお

互い打ち解け、逆に騒がしいくらい元気一杯です。

今年の学生はとても明るく、一致団結し、先輩達と

も仲が良く、毎日楽しく生活しています。 

 寮の食事はとてもおいしくボリューム満点です。

育ちざかりの学生にとってはひとつの楽しみでもあ

るようです。 

学生も日々生活をする上で自分のわがままだけで

は、やっていけないことに気付き、我慢強さも身に

付いているように見えます。集団生活を通してお互

いの意見が合わなくて喧嘩したり悩むことも多々あ

ると思います。長いようでとても短い２年間なので

個々が１日１日を大事にして日々成長していく事を

願っているところです。２年後には学生達も卒業し、

立派な社会人となって巣立っていくわけですが、本

校で培った経験と前向きな気持ちで乗り切って行っ

て欲しいと職員一同願っております。 

 

 

蒜山ハービルにて （ ４月 ） 

 

※平成２３年度 オープンキャンパスの開催計画 

 日時 ７月２８日（木）～７月２９日（金） 

酪農スペシャリストを目指す若者よ！ 

ぜひオープンキャンパスに参加してみて下さい。 


